
─12─

リスク管理の体制

リスク管理の基本方針

　金融の自由化・国際化の進展並びにコンピュータ技術の著しい進歩等により、金融業務の
多様化・高度化が進展し、金融機関を取り巻くリスクは一層多様化・複雑化してきています。
このような中にあって各種リスクを正確に把握・分析し、コントロールしながら経営の健全
性を確保し、安定した業務運営を行っていくことが金融機関経営の重要な課題となっています。
　当金庫ではリスク管理を経営の最重要課題と位置づけ、統合的なリスク管理態勢の構築を
目指し、常にリスク管理体制を整備・強化し、リスクを受容可能な水準に収め、「健全性の維持」
と「収益力の強化」相互にバランスのとれた経営に取組んでおります。

●リスク管理体制
信用リスク 　信用リスクとは、信用供与先の財務状況の悪化等により、資産（オフバランス資産

を含む）の価値が減少あるいは消滅し当金庫が損失を被るリスクのことで、貸出資産
の健全性を維持するため、小口多数化によるリスク分散や与信業務の基本指針等を明
示した「クレジットポリシー」の遵守など、信用リスク管理の厳正化に努めております。

市場リスク 　市場リスクとは、金利、為替、株式等の様々な市場のリスク・ファクターの変動に
より、資産・負債（オフバランスを含む）の価値が変動し損失を被るリスク、資産・
負債から生み出される収益が変動し損失を被るリスクのことで、当金庫は「ALM委員
会」を設置し、経済、金利の見通しなどを検討するなど資産・負債の総合管理に努め
ております。

流動性リスク 　流動性リスクとは、市場流動性リスクと資金繰りリスクからなり、市場流動性リス
クとは、通常よりも著しく高い金利での資金調達を余儀なくされたり、市場の混乱等
により市場において取引が出来なかったり、通常よりも著しく不利な価格での取引を
余儀なくされることにより損失を被るリスクのことで、当金庫では、日次、週次、月
次で資金繰り管理表を作成し、適切な資金管理に努めております。

オペレーショナル・
リスク

　オペレーショナル・リスクとは内部プロセス・人・システムが不適切であること若
しくは機能しないこと、又は外生的事象に起因する損失に係わるリスクで、当金庫は
次の6つのリスクと定義しております。

事務リスク 　事務リスクとは、役職員が正確な事務を怠る、あるいは事故・不正等を起こすこと
により当金庫が損失を被るリスクのことで、監査部による定例監査や事務部による臨
店事務指導などによって事務水準の向上、事務処理の適正化に努めております。

システムリスク 　システムリスクとは、コンピュータシステムの障害または誤作動、システムの不備、
不正利用等により当金庫が損失を被るリスクのことで、当金庫は被災に備えてバック
アップ体制を整備している一般社団法人しんきん共同センターのシステム利用や「コ
ンティンジェンシープラン（コンピュータシステムの災害等の緊急時対応計画要綱）」
の作成など万一の際の態勢強化に努めております。

法務リスク 　法務リスクとは、お客様に対する過失による義務違反及び不適切なビジネス・マー
ケット慣行から生じる損失・損害を被るリスクで、当金庫は法令等遵守態勢や顧客保
護等管理態勢の構築に努めております。

風評リスク 　風評リスクとは、評判の悪化や風説の流布等により、信用が低下することから損失・
損害が生じるリスクで、当金庫の評判に影響を及ぼすと思われる情報の収集・分析な
ど、適切な管理に努めております。

人的リスク 　人事運営上の不公平・不公正（報酬・手当て・解雇等の問題）および差別的行為（セ
クシャルハラスメント等）から生じる損失・損害で、関連諸規程の整備及び適切な人
事管理・人事運営に努めております。

有形固定資産
リスク

　災害その他の事象から生じる有形資産の毀損・損害のことで、管理体制や連絡態勢
の整備に努めております。


